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The aim of this paper is to build a database for the study of the transitional 
period from the Late Bronze Age to the Early Iron Age of sites in Argolid, 
Greece. The study focusses on whether graves of the Late Helladic IIIC, 
Submycenaean and Protogeometric periods were excavated or not, to which 
periods we can date the graves and whether or not the sites were used in 
all three periods. We exclude Mycenae, Argos, Tiryns and Asine, which 
need to be dealt with individually in detail.
はじめに
ギリシアの青銅器時代終末期から初期鉄器時代にかけての移行期は、多くの
研究者が関心を寄せる注目度の高い時期である。筆者は「ミケーネ時代の中心
地がミケーネ文化崩壊後どのような状況にあったのか」という関心のもとに、
この移行期のアルゴリスにおける埋葬資料を研究してきた。埋葬資料を選択し
た理由は、資料が豊富である上に、形態的にも数量的にも通時的な変化を把握
しやすく、所期の目的において最も有益な資料であるからである。
本稿はその一環として、アルゴリスの後期青銅器時代と初期鉄器時代の遺跡
を対象とし、ミケーネ文化崩壊直後の後期青銅器時代IIIC期から初期鉄器時代
前期の原幾何学文様期にかけての資料状況を、とりわけ埋葬資料に注目して確
認していきたい。ただし、ミケーネ、ティリンス、アルゴス、アシネの各遺跡
に関しては、本稿の対象からは除外することとする。その理由は、これらの重
要遺跡に関しては別稿が必要とされるからである１。
本稿の課題と内容が一部重なる研究として、A.フォーリーの業績が言及さ
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れよう２。ただし、フォーリーの著作は出版されてから既に30年以上が経過し、
それ以降の報告をも含めて改めて検討する必要がある。
それでは以下、最初にアルゴリス平野内の遺跡、次に平野外の遺跡という順
番で、資料状況を確認していきたい。
１．アルゴリス平野内の遺跡
フィフティア（ボリアリ）
ミケーネのアクロポリスから北西方向へ３㎞ほど離れたフィフティアからは、
後期青銅器時代IIIA2～ IIIC期にかけて使用された小規模な横穴墓が１基発掘
されている３。この墓においては亜ミケーネ期以降の使用は認められないこと
から、IIIC期の使用を最後に放棄されたと判断されよう。
また初期鉄器時代に関しては、上記の岩室墓のみならずこの一帯に関して今
のところ報告がなく、現今の資料状況から推察すれば後期青銅器時代IIIC期以
後人的活動は途絶えた可能性が高い４。
ゴルツリア
ミケーネのアクロポリスから２㎞ほど北東方向へ離れたゴルツリアにおいて
は、プロフィティス・イリアス山の南斜面からミケーネ時代の４基の横穴墓
が発見され、1964年にギリシア人考古学者G.ミロナスによって発掘された。当
初発表された概報では４基すべてが後期青銅器時代IIIC期と記されていたが５、
2001年に発表されたK.シェルトンの詳細な報告によれば、この墓域の主な使用
年代はむしろ後期青銅器時代IIIA ～ B期にかけてであり、IIIC期の遺物が発見
されたのは第III号墓の１基のみである６。
そのIII号墓におけるIIIC期の埋葬がこの墓域の最後の使用であり、亜ミケー
ネ期以降の資料は確認されていない。すなわち亜ミケーネ期以後は放棄された
と結論されよう。
ハニア（モナスティラキ）
ミケーネ南方のハニアからは、後期青銅器時代IIIC中期と報告されている火
葬墓をともなう大規模な塚が発掘されている。この遺構に関しては、別稿にて
紹介した７。
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ベルバティ
ミケーネの南東、アルゴリス平野の東側に位置するベルバティは、谷間にあ
る比較的小規模なアクロポリスを中心に遺構群が広がるミケーネ時代の重要遺
跡である。スウェーデンの研究者により幾度も発掘が行われてきた。また発掘
以外の調査としては、石器時代以来の総合的な歴史像を明らかにしたという点
において、B.ウェルズを中心に組織された1988～1990年にかけての周辺地域一
帯における表面踏査が特筆されよう８。
ところで、ベルバティが紹介される際に強調される必須のことがらの一つに、
この遺跡からは青銅器時代の土器工房が発見されていることがあげられる９。
後期青銅器時代の土器を焼くための窯が出土しており、後期青銅器時代IIIA
～ IIIB期にかけてはキプロスなどに搬出された動物や戦車の図柄が特徴的な
絵画様式の土器（Pictorial Style）の産地として知られていた10。土器生産がこ
の集落に富をもたらしたことは想像に難くなく11、ミケーネ時代においてベル
バティはミケーネの衛星集落として相応の繁栄を享受していた。
さらには埋葬資料からも後期青銅器時代におけるこの集落の発展は確認され
ており、とりわけ1935年に発掘されたトロス墓はこの集落が誇った勢力の大き
さを裏付けるのに十分であろう。アクロポリスの北西に位置するこのトロス
墓からは、盗掘されていたにもかかわらず、後期青銅器時代IIA ～ IIIA期の土
器が出土し、中には華やかな文様が施されたいわゆる宮殿様式（Palace Style）
の大型のものも含まれていた12。一方横穴墓群も発見および調査されており、
その使用年代は副葬品から後期青銅器時代IIA ～ IIIB期と判断されている13。
したがって本稿の関心であるIIIC期には既に放棄されていたと思われ、ミケー
ネ文化の崩壊による大きな影響が推察される。
後期青銅器時代IIIC期以降の資料の減少は横穴墓のみならず総体的にこの遺
跡における顕著な特徴の一つであり、初期鉄器時代に入ると後期青銅器時代と
は比較にならないほど資料が少ない。唯一言及すべきは、後期青銅器時代の横
穴墓群のうち第３号墓から幾何学文様期の墓が出土していることであろう。豊
富な副葬品を伴う墓であり、36個の土器のほかに幾つもの青銅製品が発見され
た14。この墓の資料から初期鉄器時代の後半期における人的活動の存在は明ら
かであるが、しかしその前半期に関しては目下のところ確認できない。
また周辺地域へと視野を広げても、後期青銅器時代IIIC期以降に関しては同
様の資料数の減少が看取される。先に言及したウェルズを中心とした表面踏査
の報告によればこの一帯においてIIIC期に何らかの人的活動が行われていたこ
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とは明らかではあるが、しかし活発なものであったとは判断しえない。また埋
葬資料に関して言及しておくと、採集された土器の中にはその保存状態のよさ
から墓の副葬品であった可能性が推測されるものもあるが15、IIIC期の確実な
墓は今のところ報告がない。さらにその後の初期鉄器時代に関しても、やはり
地域全体で資料が少ない16。初期鉄器時代の可能性が言及されている石棺墓が
１基発掘されてはいるが、副葬品が出土していないために正確な年代は不明で
ある17。
これらのことから、ミケーネ時代に繁栄したベルバティ及びその周辺地域は、
後期青銅器時代IIIC期以降急激にその勢力を減退させ、初期鉄器時代を通じて
大規模な居住はなされなかったと結論されよう。そして現今の資料に鑑みれば、
後期青銅器時代IIIC ～原幾何学文様期に関する確実な埋葬資料は、ベルバテ
ィからも表面踏査が行われた周辺地域からも出土していない。
ヴラセルカ
ヴラセルカは次に記す著名なヘライオンから１㎞ほど北西に位置しており、
近くにはヘライオンとミケーネを結ぶミケーネ時代の道が通過している18。こ
こでは横穴墓で構成されたミケーネ時代の墓域が発見されており、ギリシア人
の研究者による断続的な発掘が行われてきた。具体的には19世紀のCh.ツンダ
スの調査を皮切りに19、20世紀に入ってからは1916年にA.S.アルヴァニトプロ
スが２基を確認している20。さらに1977年にはE.デイラキにより２基が発掘さ
れ21、その後1981年にさらに３基が調査された22。
ただし今まで調査された墓の中で、ある程度の情報が得られるのは1981年に
発掘された３基のみである。副葬品や土製棺からそれらはすべて後期青銅器時
代IIIA ～ B期のものと年代づけられており、したがって現段階ではこの墓域
における後期青銅器時代IIIC期の使用は確認されてはいない。さらに初期鉄器
時代に関する報告は見当たらないことから、現今の資料状況によれば後期青銅
器時代IIIC ～原幾何学文様期の埋葬資料は存在しないと結論される。
プロシムナおよびヘライオン
前述のヴラセルカの南東に位置するプロシムナは、ミケーネから５㎞ほど南
東、そしてアルゴスからは７㎞前後北東という二つの著名な遺跡にはさまれた
場所に存在する。ここからはトロス墓と50基以上もの横穴墓から構成されるミ
ケーネ時代の大墓域が発見されている上に、幾つもの墓から初期鉄器時代や前
Mathesis Universalis Volume 21, No.2／マテシス・ウニウェルサリス　第21巻　第２号
－236－
古典期の遺物が出土し墓所祭祀が行われたと推察されることから23、ミケーネ
時代そして初期鉄器時代双方の研究において重要な遺跡である。
既に19世紀に調査が行われていたプロシムナに関しては、20世紀に入ってか
らも研究史上著名なC.ブレーゲンのそれをはじめ断続的に発掘が行われ、その
成果が発表されてきた24。さらにはこの遺跡の資料を総合的に検討した著作も
上梓されており25、あまたあるアルゴリスのミケーネ時代の墓域の中でも資料
状況は良好な部類に入る。それらを検討するならば、この墓域の幾つかの墓は
後期青銅器時代IIIC期の初期まで使用されていた可能性はあるが26、墓域全体
の趨勢を観察するのであるならば後期青銅器時代IIIB期でその役目を終えたと
判断するほうが妥当であろう。IIIC期に関しては、その初期にわずかな痕跡を
見出すことも可能であるが、総じて放棄されていたと見なす方が適切である27。
一方ヘライオンは、プロシムナの南東に位置する丘に造営された遺跡である。
青銅器時代を通じて使用されていたこの丘の斜面には、初期鉄器時代の後期ま
たは前古典期の初期に、後代にアルゴリス随一の宗教施設へと発展する最初の
ヘラ神殿（ヘライオン）が建立された。周知の通りヘライオンをめぐっては建
設の時期やポリス成立期における神殿の役割など多様な議論が存在し多数の研
究が発表されているが、本稿の分析に直接関係するものではないのでここでは
省略したい28。
上記の記述から明らかなように、プロシムナ及びヘライオン一帯はミケーネ
時代に関しても初期鉄器時代に関しても重要な資料を提供するアルゴリスを代
表する遺跡であるにもかかわらず、後期青銅器時代IIIC ～原幾何学文様期の
埋葬資料に限っては、プロシムナに関して言及したわずかなIIIC期の使用の可
能性以外に資料は存在しない。墓のみならず他の資料に関しても同様であり、
青銅器時代終末期から鉄器時代への移行期にかけては放棄されていたか、相当
程度に過疎化した状況にあったと推測されよう。
スヒノホリ
アルゴスから11㎞ほど北西に位置するスヒノホリでは横穴墓から構成される
後期青銅器時代の墓域が発見されている。そのうち５基がフランスの調査団に
より発掘されたが、その報告からは後期青銅器時代IIIC期の使用は確認されて
いない29。
その後の初期鉄器時代に関しては、スヒノホリ一帯における幾何学文様期に
おける人的活動は確認されているが30、しかし亜ミケーネ期や原幾何学文様期
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に関する報告は見当たらない。ということは、後期青銅器時代IIIC ～原幾何
学文様期における埋葬資料は今のところ存在しないと結論されよう31。
ミデアおよびデンドラ
アルゴリス平野東部に位置するミデアはミケーネ時代に繁栄を誇った大遺跡
であるにもかかわらず、1970年代までは調査が十分には進展せず、アルゴリス
の他の重要遺跡と比較するとその全容の解明は著しく遅れていた32。1983年に
ギリシアとスウェーデンの合同チームによる組織的な発掘が開始され、ようや
くその詳細が詳らかにされるようになった。
ミデアのアクロポリスは海抜270ｍ、周囲からの高さが170mある円錐状の岩
山である。高く急峻である上に四方を見渡すことができる傑出したアクロポリ
スを有するこの遺跡は、既に新石器時代に使用された痕跡があり、初期青銅器
時代の居住も確認されている。さらには中期青銅器時代の資料も相当数発見さ
れていることから、新石器時代以来通時的に人的活動が行われてきた場所と表
現されよう。それにはその優位な地勢が大きく影響していたことは想像に難く
なく、かかる要素を考慮に入れるのであるならば、ミケーネ時代におけるこの
遺跡の繁栄は驚くにはあたいしない。後期青銅器時代IIIB期において、ミデア
はアルゴリスを代表する集落の一つであった33。
1983年以降の調査ではミケーネ時代に関する夥しい資料が出土しているが、
とりわけ著名なものとして、1995年に「西の門」一帯のある建造物から発見さ
れた土製の女性（または女神）像（フィギュリン）がある。高さが28.2㎝とい
うこの大型女性像は、手を胸に当て、頭の上には帽子または何らかの装飾物を
付しており、宗教儀式に関連する遺物であろう34。Archaeological Reportの表
紙の写真に選ばれたことが、この遺物の秀逸さと注目の高さを端的に物語って
いる35。
さらに特筆すべきことは、1983年以降の調査では線文字Ｂが刻された土製遺
物や土器が相次いで発見されたことである。線文字Ｂ資料の出土によりミデア
がミケーネ世界有数の高度な行政組織を有していたことが明らかとなり、ミケ
ーネやティリンスと比肩しうるこの地方の中核的な存在であったことが確実と
なった36。またその勢力の大きさや高度な組織力は、たとえばメガロンと呼ば
れる建造物をはじめ種種の建築遺構からも確認されている。アクロポリスを囲
むキクロペス様式の城壁は幅が５～７ｍ、高さが最高では７ｍあり、ミデアの
勢力の強大さを示している37。
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しかしかかる繁栄も後期青銅器時代IIIB期を最後に終焉を迎えることとなる。
調査者の意見を紹介しておくと、ミデアは後期青銅器時代IIIB期の遅い時期に
壊滅的な打撃を被った。それは建造物の倒壊から確認されており、調査チーム
はその原因を地震と推測している。ただしそれによりこの集落が完全に放棄さ
れたわけではなく、ミデアはIIIC期に入ってからもある程度の人口をかかえた
集落として復興を果たした38。
ミデアが集落としての機能を完全に失ったのは、亜ミケーネ期以降のことで
ある。後期青銅器時代IIIC期のうちに何らかの要因によるさらなる打撃を被っ
たこの遺跡は、亜ミケーネ期以降はほとんど放棄されたままの状態が続くこと
になる。1967年に発表された報告論文においては、かつてドイツの調査隊が発
見したというおそらく原幾何学文様期の土器片に関する記載があるが、図や写
真は掲載されておらず、その時期の当否に関しては検証不可能である39。さら
に1998年と2007年に公刊された報告書においても初期鉄器時代に関しては幾何
学文様期の僅少の遺物に言及があるだけであり、特筆すべき新たな発見はな
い40。2008年に行われた調査に関しては原幾何学文様期の土器片が出土したと
いう情報があるが、しかし数は少量のようである41。
ミデアの資料をまとめると、後期青銅器時代IIIC ～原幾何学文様期にかけ
ての埋葬資料は出土していないと判断されよう。
先に記したようにこの遺跡に関しては1980年代以降ミケーネ時代に関する質
量ともに第一級の資料が立て続けに発表されてきた。そしてそれとは対照的に
初期鉄器時代に対してはほとんど何も新しい知見がもたらされることがなかっ
たことから、この時代の資料の少なさがむしろ際立って強調される結果を招い
た。初期鉄器時代を通じて集落と見なしうるものが形成されていたか否か疑問
に思われ、むしろ集落としての体をなすことなくアルゴスによる平野統一の波
に飲み込まれた可能性が推察される。
後期青銅器時代IIIC期に居住していた人たちがなぜ再びこの集落に戻ってこ
なかったのか、地勢的に優位な状況にあるミデアのアクロポリスがなぜ復興し
なかったのか、現段階の資料では容易には答えることはできない。この点に関
して何らかの展望を見出すためには、同様に初期鉄器時代に著しく人口を縮小
させ往時の勢力を回復しえなかったミケーネ、逆にミケーネ時代の有力集落で
ありながら初期鉄器時代にもある程度の繁栄を達成したティリンスなど諸遺跡
との比較検討が肝要であろう。
一方、ミデアの北西に位置するデンドラからは、ミデアの集落に属すると推
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察される中期青銅器時代から後期青銅器時代にかけての墓域が発見されている。
トロス墓１基、横穴墓群そして３基の塚という規模の大きさのみならず、犠牲
として塚に葬られた馬の遺骸42や岩室墓（12号墓）から発掘された青銅製のよ
ろい43など耳目を集める資料が出土していることからも著名な墓域である。塚
３基に関しては、詳細な報告はないが、現在公表されているデータから判断す
ればその主要年代は中期青銅器時代からミケーネ時代でも比較的早い時期と推
測され44、本稿の分析対象からは除外されよう。
他方トロス墓は後期青銅器時代II期以降長期にわたって使用されたが45、
IIIB期を最後にその機能は一旦終焉を迎えたと見なされる46。ただしその後初
期鉄器時代の遺物が出土しており、さらに明らかに一度この時代の埋葬が行わ
れた47。その遺体に伴う土器をA.W.パーソンは原幾何学文様期と報告している
が48、むしろ初期幾何学文様期と分類する方が適切であろう49。これらの資料
状況をまとめると、デンドラのトロス墓からは後期青銅器時代IIIC ～原幾何
学文様期の埋葬資料は出土していないと結論される。
最後に横穴墓群であるが50、その使用年代は後期青銅器時代II ～ IIIB期であ
る51。２号墓から発見されたある遺体に関して亜ミケーネ期の埋葬の可能性が
推察されているが、しかし信頼に足る証拠は提示されていない52。
さらにデンドラに関しては、1961年に行われた表面踏査の結果から初期鉄器
時代の墓域が存在する可能性が指摘されている。ただし、もしもそれが事実で
あったとしても、そこで採集された土器はいずれも幾何学文様期であり、原幾
何学文様期に関する資料は含まれていない53。
詰まるところデンドラに関する現今の資料を要約すれば、ミデア同様に後期
青銅器時代IIIC ～原幾何学文様期の埋葬資料は出土していないと判断されよう。
ミデアおよびデンドラ周辺地域に関する他の資料としては、ミデアのアクロ
ポリスから１～1.5㎞ほど南に下ったマジでミケーネ時代の横穴墓が発掘され
ているが、後期青銅器時代IIIC期の使用は確認されていない54。またP.マウン
トジョイによれば、ミデア近郊ではさらに二箇所（Nisi、Rethi）において調
査結果が未発表の横穴墓が発掘されているらしいが、やはりIIIC期の資料には
言及がない55。
一方初期鉄器時代に関する遺構としては、ミデアの東方、デンドラの北方に
位置するマネシスから後期幾何学文様期と思われるピソス墓が56、そしてもう
１基、幾何学文様期と推察される二体の遺体が葬られた別のピソス墓がアマリ
アノスから発見されているが57、原幾何学文様期の埋葬資料は報告がない。
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以上の検討から、ミデアおよびデンドラ一帯においては後期青銅器時代IIIC
～原幾何学文様期の埋葬に関する資料は、目下のところ出土していないと結論
できよう。ただし後期青銅器時代IIIC期に関してはミデアにおいて相当程度の
人的活動が確認されていることから、いずれ当該期の墓が発見される可能性は
あろう。今後の調査や報告を注視していきたい。
クルタキ
アルゴスから４㎞ほど東方に位置するクルタキでは58、幾何学文様期から前
古典期にかけての聖所が発掘されており、この一帯が初期鉄器時代の後半期に
使用されていたことは明らかである。しかしその前半期にあたる原幾何学文様
期については資料が確認されてはいない59。
クルタキに関しては上記の聖所以外には報告が見当たらず、現今の資料状況
においては後期青銅器時代IIIC ～原幾何学文様期にかけての墓は出土してい
ないと結論されよう。
コクラ
コクラはアルゴスから５㎞ほど南西に位置し、トロス墓と横穴墓群から構成
されるミケーネ時代の著名な墓域が発見された遺跡である。
1981年に発掘されたトロス墓は独特の建築的特徴、さらには金製および銀製
の豪華な副葬品やフレスコ画が発見されたこと、それにもかかわらず墓室その
ものからは遺骨が出土しなかったことなどから耳目を集めた遺構である。さら
に重要なことは、トロス墓としては珍しいことに未盗掘であったため、出土遺
物からこの墓の使用年代に関して信頼に足る情報が得られたことである。この
墓の遺物は後期青銅器時代IIB ～ IIIA1期と報告されていることから、IIIC期
における使用の可能性は排除されよう60。
一方トロス墓の周辺に広がる横穴墓群に関しては1982年に９基が発掘されて
おり、その副葬品の土器の年代は後期青銅器時代I ～ IIIB1期と報告されている。
すなわち現今の資料状況では、横穴墓群においてもIIIC期に関する資料は確認
されていない61。
さらにこの墓域から800ｍほど東に離れた場所で、1992年にもう１基別の横
穴墓が発掘された。出土した副葬品からその年代は「後期青銅器時代IIA2お
よび後期青銅器時代IIC期」と報告されているが、しかし一般的な編年体系に
おいては「後期青銅器時代IIC期」という区分は使用しない。「IIB」もしくは
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「IIIC」のどちらかの誤記または誤植の可能性が高いが、遺物の写真や図面が
公表されていないために判断は不可能である62。もしもIIIC期であるならば本
稿の課題に該当する遺構となるが、確実なところは不明である。
ケファラリ
アルゴスの南西方向に位置するケファラリ一帯は、石器時代の遺跡として重
要な洞窟63や「ピラミッド」とも通称される内側に傾斜する側壁を有する建築
遺構64など、著名な遺跡が点在する地域である。
やや南方のマグラをも含めてこの地域に関しては、緊急発掘の成果から後期
青銅器時代や初期鉄器時代における人的活動が確認されており65、本稿の関心
から言って重要なことに、幾何学文様期の可能性が推測される墓も出土してい
る66。にもかかわらず、後期青銅器時代IIIC ～原幾何学文様期と年代付けられ
る埋葬資料は目下のところ発見されてはいない。
アギオス・アドリアノス（カツィングリ）
ティリンスから東方へ10㎞ほど離れた位置にあるアギオス・アドリアノス
（カツィングリ）においては、プロフィティス・イリアスという丘陵から後期
青銅器時代の集落址が発見されている。後期青銅器時代II期とIIIB期の居住が
確認されているが、IIIC期に関しては今のところ報告がない67。
ナウプリア（ナフプリオ）
ティリンスの南方に位置するナウプリアは、アクロポリスとして機能したア
クロナフプリアおよびヴェネチアの要塞で著名なパラミディの二つの特徴的な
丘を有する湾岸の集落である。この一帯からはミケーネ時代に関しても初期鉄
器時代に関しても墓域が確認されているが、後期青銅器時代IIIC ～原幾何学
文様期に関しては詳細な分析にあたいする埋葬資料は存在しない。
まず後期青銅器時代についてであるが、19世紀以来パラミディにおいて大規
模な横穴墓群が断続的に発掘されてきた。ただしその注目度の高さや資料的価
値の大きさに反して報告は断片的なものにとどまっており、全体像の把握には
難が大きい68。また1970年代にはその墓域の一角をなすと思われる別の横穴墓
群が発見され、新たに33基が発掘された69。この新しい調査に関しても詳細な
報告は未発表であるが、少なくとも従来推測されていたよりもはるかに規模の
大きい墓域であることが明らかとなった。現在公表されているデータに鑑みれ
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ばこの一帯における墓の使用は後期青銅器時代IIIB期を最後に終焉を迎えたと
思われ、後期青銅器時代IIIC期およびそれ以後の資料は確認されていないと結
論されよう70。
また亜ミケーネ期に関しては、1970年代に４基の石棺墓が発掘されている71。
ただし調査年報におけるごく簡略な記載であり、個々の墓に関する詳細なデー
タが皆無である上に、遺物の写真や図面は掲載されていない72。
最後に原幾何学文様期であるが、墓という解釈のもとに報告された竪穴が発
掘されている。1955年にプロニアで発見されたこの遺構は直径が２ｍある円形
の穴であり73、もしもこれが墓であるならば、アルゴリスの該期における一般
的なタイプからは逸脱した特殊な形状と言えるであろう。しかし人骨に関して
は一切の言及がなく、この遺構が埋葬に使用されたか否か確実な証拠は存在し
ない。A.スノッドグラスは墓と見なしているが74、R.ヘイグは慎重な姿勢を見
せており75、筆者もこの遺構を墓と断定することには躊躇を覚える。これ以外
には、ナウプリアにおいては原幾何学文様期に関する注目すべき資料が存在せ
ず、該期における居住規模の小ささをうかがわせよう。
上記の結果ナウプリアからは後期青銅器時代IIIC期の墓は発見されておらず、
亜ミケーネ期に関しては報告はあるが詳細は不明、また原幾何学文様期は疑問
が大きい資料しか発見されていないと結論される。墓域の規模から推測される
ミケーネ時代の勢力の大きさに比べて後期青銅器時代IIIC ～原幾何学文様期
における資料数の少なさは顕著であり、ミケーネ文化崩壊後の過疎的状況から
ある程度の復興を果たし得たのは幾何学文様期に入ってからと見なしえよう76。
アリア
アリアはナウプリアから2.5㎞ほど北西に離れた場所に位置する村である。
1950年代にこの集落の南端でミケーネ時代の２基の横穴墓が77、さらに1973
年に別のもう１基が発掘された78。双方の調査結果とも詳細は不明であるが、
現今の公表資料に基づけば後期青銅器時代IIIC期およびそれ以降の使用は認め
られない。
一方アリアの北方に位置する丘からは79、石器時代、初期青銅器時代、中期
青銅器時代、後期青銅器時代そして幾何学文様期の土器片が出土しており、長
期にわたって使用されていたことが明らかとなっている。本稿の関心から言っ
てとりわけ重要なことは、後期青銅器時代IIIC期の居住が確認されていること
であろう80。しかし埋葬資料に的を絞るのであるならば、調査年報に報告があ
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る遺構は初期青銅器時代から中期青銅器時代への移行期と報告されている２基
の墓のみであり81、他の時代のものは確認されていない82。
以上の結果をまとめると、アリアではミケーネ時代および初期鉄器時代にお
ける何らかの人的活動の痕跡は認められるが、後期青銅器時代IIIC ～原幾何
学文様期の埋葬資料は未だ認められてはいないと結論されよう。
レルナ
現代の集落ミリの南東端に位置する海岸沿いの遺跡レルナにおいては、
J.L.カスキーの指揮のもと1950年代にアメリカの調査隊による発掘が行われ、
石器時代以来の夥しい遺構や遺物が出土した。とりわけ「屋根瓦の家（The 
House of Tiles）」をはじめとする初期青銅器時代の資料は該期の研究において
大きな価値を持ち、その時代に関してはギリシアを代表する遺跡と表現されよ
う。さらに続く中期青銅器時代においてもレルナは繁栄を誇っていた。
これらの時代に比すると印象は薄いが、さらにはミケーネをはじめとする同
時代の大集落に比肩しうる存在ではないが、レルナはミケーネ時代においても
居住されていた。ただし後期青銅器時代IIIC期に関しては資料がなく、いわゆ
るミケーネ文化の崩壊にともない後期青銅器時代IIIB期を最後に放棄されたと
推測される83。
その後初期鉄器時代に入ると再び居住され、幾何学文様期の墓も出土してい
る84。しかし原幾何学文様期に関しては、多少の人的活動の痕跡は認められる
ものの埋葬資料の報告はない85。
さらに、この遺跡周辺各地からも青銅器時代や初期鉄器時代の資料が出土
している。まず青銅器時代に関しては、1955年に後期青銅器時代Ｉ～ II期に使
用されたと報告されている墓が86、そして1966年にはアメリカの調査区域から
400ｍほど北に離れた地点で中期青銅器時代後期から後期青銅器時代Ｉ期にか
けての一群の墓が発掘された87。一般にアルゴリスにおいてはミケーネ時代の
盛期である後期青銅器時代IIIB期の資料数が顕著であり、集落の中心部のみな
らず周辺地域全体から該期の遺構や遺物が発見される例が多いが、目下のとこ
ろレルナ周辺域においてはそれが看取されず、むしろ後期青銅器時代でも前半
期に報告が集中している88。
一方初期鉄器時代に関しては、レルナを調査中のアメリカ人研究者が1955年
にそこから200ｍほど離れた山の斜面から15基の幾何学文様期の墓を発掘し
た89。またレルナの遺跡から150ｍほど南西の地点では1970年代のギリシアの
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緊急調査により、副葬品を伴わない２体の遺体が埋葬されたピソス墓、そして
そのかたわらから初期幾何学文様期の土器が副葬された子供の遺体が発掘され
た90。ということはレルナ同様に、その周辺地域の調査においても年代を確認
しうる初期鉄器時代の遺構はすべて幾何学文様期の墓であり91、原幾何学文様
期については報告がない。
上記すべてのデータをまとめると、目下のところ、レルナ一帯においては後
期青銅器時代IIIC ～原幾何学文様期に関しては一切の埋葬資料は出土してい
ない。それのみならず、後期青銅器時代IIIC ～亜ミケーネ期に限っては人的
活動の痕跡が見当たらず、ミケーネ文化崩壊後一時期放棄されていた可能性が
高い。その後原幾何学文様期に入ってから居住が再開されたが、ただし集落規
模はかなり限定されたものであったと想定されよう。本格的な復興は幾何学文
様期を迎えてからと推測されるが、しかし初期鉄器時代を通してレルナは大集
落へと発展することはなかった。
最後に近隣の遺跡として、ミリから２㎞ほど南の地点において横穴墓群が発
見されているが、その使用年代は不明である92。
キヴェリ
レルナから海岸に沿って南に下って行くとアルカディアとの境界付近に93、
キヴェリという村が存在する。そこでは1966年にミケーネ時代の横穴墓７基が
発掘された。調査年報によればその年代は後期青銅器時代IIIA ～ B期であり、
後期青銅器時代IIIC期以降の使用は確認されていない94。
２　アルゴリス平野外の諸遺跡
カザルマ
カザルマはナウプリアとエピダウロスを結ぶ道路のほぼ中間地点に位置し、
ミケーネ時代の橋95や城壁で囲まれた丘陵で知られる遺跡である。この城壁自
体は古典期またはヘレニズム時代と推測されているが96、丘陵全体の歴史はは
るかに古く、初期、中期そして後期青銅器時代の土器も確認されている97。お
そらく、断続的ながら、周辺地域における人的活動の拠点として、長期にわた
って使用されたと見なして差しつかえないであろう。
1960年代後半にこの丘のすそ部から１基のトロス墓が発見され、ギリシア人
考古学者により発掘された98。保存状態のいい後期青銅器時代IIA期の資料が
出土し、さらには石を堆積して作られた祭壇とも呼ばれる遺構が発掘された。
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そこからは、本稿の課題にとって重要なことに、犠牲として屠られた牛の骨
などのほか、亜ミケーネ期の小型の土器（スキュフォス）が発見されている99。
年報の情報から推察する限りは、その土器は当該期の埋葬にともなう副葬品で
はなく、いわゆる墓所祭祀の供物品と見なす方が妥当であろう。
2018年に新しい資料も発表されたが100、カザルマのトロス墓においては、後
期青銅器時代IIIC ～原幾何学文様期の埋葬資料は確認できない。
リグリオ
エピダウロス近郊のリグリオにおいては、1970年代に２基の横穴墓が発掘さ
れた。ただしその出土土器の年代に関してはミケーネ時代と記載されているの
みであり、詳細は不明である101。
エピダウロス
医神アスクレピオスの聖域で知られるエピダウロスにおいては、著名な劇場
の裏手の山キュノルティオンの山頂からアポロン・マレアタスの聖域が発見さ
れ、19世紀以来断続的にギリシア人考古学者による調査が行われてきた。とり
わけ1974年から開始されたV.ランヴリヌダキスの調査ではミケーネ時代および
初期鉄器時代の宗教施設が出土し、研究史上重要な知見をもたらしたことで知
られている102。
この場所における人的活動の最初の痕跡は、初期青銅器時代にまでさかのぼ
る。長方形や馬蹄形の建造物および墓が発掘されており、この遺跡が長い歴史
を持つことを明示している103。中期青銅器時代に関しても遺物が出土しており、
そしてミケーネ時代には犠牲獣を焼いた祭壇が屋外に設営されていた104。その
後の初期鉄器時代に関しては、祭壇をはじめとする幾何学文様期の遺構や遺物
は出土しているが、しかし亜ミケーネ期および原幾何学文様期のものは確認さ
れていない。
ミケーネ時代と初期鉄器時代の双方の研究において注目を集める存在ではあ
るが105、この遺跡からは本稿の分析対象である後期青銅器時代IIIC ～原幾何学
文様期の埋葬資料は出土していない。
ネア・エピダウロス周辺地域
ネア・エピダウロスは、アルゴリスの北東端に位置する村落である。この村
から500mほど離れたパレオホリから後期青銅器時代の横穴墓が発見されてい
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るが、使用年代も含めて詳細は不明である106。
さらにネア・エピダウロスの西北方向に位置するディメナ一帯においては、
ヴァッサからキクロペス様式の城壁をともなう住居址が発見されており、後期
青銅器時代の土器も散布しているという。またアギオス・レオニダスという教
会近辺で、ミケーネ時代および幾何学文様期の土器片が確認されている107。た
だし双方ともに、後期青銅器時代IIIC ～原幾何学文様期に関しては報告がない。
アルゴリス北東端のこの地域に関しては十分な調査が行われているとは言い
難く、断定的な結論を出すには時機尚早であろう。ただし現今のデータに鑑み
れば、後期青銅器時代IIIC ～原幾何学文様期に関する埋葬資料は存在しない。
　
パレア・エピダウロス
サロン湾沿岸のパレア・エピダウロスにおいては、カタラヒという丘陵から
横穴墓で構成されたミケーネ時代の墓域が発見されている。1888年に７基の墓
が発掘されたが長らく未報告のままであり、1970年代に入ってからその時点で
確認しうる遺物についての報告論文が発表された108。それによると出土遺物の
うちの一つが後期青銅器時代IIIC期の土器（鐙壷）であるため109、少なくとも
１基はその時期に使用されたと判断される。ただし墓域全体の図面が存在しな
いのみならず、そのIIIC期の土器がどの墓から出土したのか、副葬されていた
墓の遺骸の状況はどのようなものかなど、詳細は不明である。
また1980～1990年代にかけて上記の７基と同じ墓域に属する新たな横穴墓が
数度にわたって発掘されたが、概報に鑑みるならば、後期青銅器時代IIIC期お
よびそれ以降の資料は出土していない110。
これらの結果をまとめると、パレア・エピダウロスにはある程度の規模のミ
ケーネ時代の墓域が存在し、少なくともそのうちの１基は後期青銅器時代IIIC
期に使用された。ただし、おそらくこの墓域の主要年代は後期青銅器時代IIIB
期までであり、ミケーネ文化崩壊後の後期青銅器時代IIIC期における使用は、
IIIB期に比べれば大幅にその規模は縮小されたと推察される。そしてIIIC期を
最後に、完全に放棄されたと見なしえよう111。
この横穴墓群以外で本稿の課題にとって重要な資料としては、I.メタクサス
通りから火葬墓２基が発見されている。１基（8β）は後期青銅器時代IIIC期
で、骨壺の中からは青銅製のフィブラが発見された。もう１基（8α）は亜ミ
ケーネ期から原幾何学文様期への移行期におけるアッティカ製のアンフォラを
骨壺として使用しており、口縁部には青銅製容器がかぶせられていた。また中
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には、青銅製の指輪が副葬されていた112。これら２基の墓は、アルゴリスにお
ける青銅器時代から鉄器時代への移行期においては例外的な火葬であり、括目
すべき事例である。亜ミケーネ期から原幾何学文様期への移行期の骨壺（8α）
がアッティカ製であることをも含めて、当該期の社会を論究するに際して稀有
な資料と言える。
さらにこの一帯からは、幾何学文様期の人的活動の痕跡も確認されている113。
シノロ
アシネの北東方向、次に言及するカンディアの北方に位置するシノロにおい
ては、初期青銅器時代および後期青銅器時代の使用が認められる集落址が発掘
されているが、後期青銅器時代IIIC ～原幾何学文様期に関する報告は存在し
ない114。
カンディア
アシネから８㎞ほど東北方向に位置するカンディアでは、村から200ｍ北に
離れた小規模な丘の上から青銅器時代の集落址が発見されている。初期青銅器
時代から後期青銅器時代IIIC期まで使用され、ミケーネ時代にはキクロペス様
式の城壁が建造された。ただし後期青銅器時代IIIC期を最後に放棄され、その
後の亜ミケーネ期や原幾何学文様期に関しては遺物や遺構が確認されていない。
それらの時期は居住されていなかったか、または居住されていたとしてもその
人口は僅少であったであろう。幾何学文様期に入ると再び集落が営まれるよう
になり、当該期の建造物が出土しているほか、上記のキクロペス様式の城壁も
おそらく使用されたと推測されている115。
また、後期青銅器時代IIIC期の居住が確認されているにもかかわらず、それ
にともなう墓域は発見されていない116。
イリア
カンディアから南に下った場所に位置するイリアでは、海岸近くに二つの丘
陵からなる青銅器時代の集落址が発見されている。この遺跡は土器研究におい
て重要なデータをもたらしたことでも知られており、マウントジョイが提唱す
る「後期青銅器時代IIIB2期からIIIC前期への移行期」という編年区分におい
てはイリアの土器が主要資料として扱われている117。後期青銅器時代IIIC期の
住居址として注目を集める存在ではあるが、それに属する墓域は未だ発見され
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ておらず、今後の調査に期待されよう118。
一方初期鉄器時代に関しては、イリア一帯からは幾何学文様期の遺物が報告
されているが119、しかし亜ミケーネ期や原幾何学文様期の人的活動は目下のと
ころ確認されていない。現今の資料状況に鑑みれば、これらの期間は居住され
ていなかったか、または極度に過疎化した状態にあったと推測される。
以上すべてをまとめると、イリアでは後期青銅器時代IIIC ～原幾何学文様
期の埋葬資料は未だ発見されていないと結論されよう120。
最後に、この遺跡の南方にある岬の海岸沖で1962年に発見された沈没船につ
いて言及しておきたい。1990年代に調査されたところ後期青銅器時代IIIB2期
の土器が確認されたため、ミケーネ時代終末期の船と推測されている。必ずし
もその積み荷は豪華なものではなかったが、注目すべきことに遺物の中にはキ
プロス製およびクレタ製の土器が含まれていた121。
このような資料の増加によりミケーネ時代における交易ルートやシステムが
解明されると同時に、ミケーネ文化崩壊後それらがどのように変化したのか研
究が進展することを期待したい。
メタナ半島
トロイゼン北方に位置するメタナは、サロン湾へと突き出た逆三角形状の半
島である。半島西部のメガロホリ近郊に、パウサニアス（第２巻第34章）にも
言及がある古代の遺跡メタナがある122。
この半島においてはイギリスの調査隊による表面踏査が行われ、1997年に報
告書が公刊された。それによると後期青銅器時代に関しては８地点において土
器片が採集されており、先に言及したメガロホリを含むそのうちの数箇所はあ
る程度の規模の集落であったと推測される。それにもかかわらず、後期青銅器
時代IIIC期の遺物はいずれの遺跡からも確認されていない123。今後個々の遺跡
において発掘が行われた場合にはIIIC期の遺物が出土する可能性は否定できな
いが、少なくともこの表面踏査のデータに鑑みるならば、ミケーネ文化の崩壊
にともなう社会変動がこの地域に深刻な影響をもたらしたことが指摘されよう。
さらにこの調査によれば後期青銅器時代IIIC期に続いて亜ミケーネ期に関し
ても人的活動の痕跡がなく、これらの時期は半島全体が放棄されていたか極度
に過疎化した状況にあったと推測される124。一方原幾何学文様期に入るとメガ
ロホリなど数地点から土器片が確認されていることから、この時期に再び居住
されるようになったと見なしえよう。その後の幾何学文様期の土器片も各地か
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ら報告があるが、ただし一般に期待されるほど遺跡数は増加していない125。ま
た埋葬資料に焦点を当てるならば、初期鉄器時代および前古典期の土器片が発
見されている半島北西部のマグラ近郊に墓域が存在する可能性が指摘されてい
るが、現段階では断定できないであろう126。
以上をまとめると、イギリスの表面踏査の結果からは、本稿の課題にとって
重要な事柄として、次の二点が確認される。第一に後期青銅器時代IIIC ～亜
ミケーネ期に関しては、埋葬資料が発見されていないのみならず半島全域にお
ける居住そのものが疑問視される。第二に原幾何学文様期に関しては、居住さ
れていた場所もあるが埋葬資料は発見されなかった。
ところでこの半島には、研究者の注目を集めるミケーネ時代の著名な遺跡が
存在する。半島東部のアギオス・コンスタンティノスがそれであり、ギリシア
の調査隊により後期青銅器時代の建造物が発掘された。大きな関心を集めるそ
の理由は出土した建物の一室が祭祀場であったことにあり、多数の土製像（フ
ィギュリン）や犠牲獣骨が発見されたことをはじめとして、ミケーネ時代の宗
教研究に重要な資料を提供した127。
また埋葬資料に関しては、別の部屋の床下から幼児の遺骸２体と胎児の遺骸
１体が納められた石棺墓が発見されている。年代はおそらく後期青銅器時代
IIIA ～ IIIB期であろう128。
さらにミケーネ文化崩壊後におけるこの建造物の使用状況を見てみると、わ
ずかに後期青銅器時代IIIB期からIIIC期への移行期と推察される土器が出土し
ているという報告があるのみであり129、後期青銅器時代IIIC期においてはおそ
らく廃墟と化していた可能性が高い。
上記すべてのデータをまとめると、この半島においてはミケーネ時代にはあ
る程度の規模の集落が営まれていたが、後期青銅器時代IIIC期に関しては資料
が少ない。続く亜ミケーネ期に関しては人的活動の痕跡は未だ発見されておら
ず、現今の資料状況においては原幾何学文様期に入ってから再び資料が確認さ
れるようになる。また墓に焦点を当てるのであるならば、原幾何学文様期に関
しても今のところ報告がない。
トロイゼン
トロイゼンに関しては、多量ではないが、初期鉄器時代の資料が散発的に報
告されている。既に19世紀に後期幾何学文様期の墓が発掘されており130、さら
に1963年および1980年にも幾何学文様期の墓が発見された131。またアスクレピ
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オスの聖所（アスクレピエイオン）からも幾何学文様期の土器が出土している
ことから132、初期鉄器時代の後半期においてはこの地に集落が営まれていたこ
とは明らかであろう。
しかし後期青銅器時代IIIC ～原幾何学文様期に関しては、資料が確認され
ていない。
ガラタス
ポロス島を対岸にのぞむガラタスの周辺地域においては、アパシアとマグラ
の二箇所から青銅器時代の重要な遺跡が発見されている。
まず、ガラタスから西に４㎞、トロイゼンから東に４㎞ほどの距離にあるア
パシアにおいては、アデレス山の斜面から後期青銅器時代の墓域が発見された。
今のところ二つの地点において墓域の存在が確認されており、双方ともに横穴
墓により構成されている133。1985年から1993年にかけてギリシア人考古学者が
合計７基を発掘し、1991年に発掘された岩室墓（２号墓）の獣骨に関するデー
タ134と３基の墓（A1、A5135、B1号墓）の平面図およびそれらの若干の土器が
報告されている136。
発掘された７基の内獣骨に関する論文が発表された横穴墓からは、夥しい数
の人骨も出土している。また出土土器の年代は後期青銅器時代IIB ～ IIIC期初
期と記載されており137、長期にわたって使用されたことが認められよう。後期
青銅器時代IIIC期の遺物が出土していることから本稿の課題にとって有益な資
料であるが、目下のところ詳しい報告が存在しない。
次にガラタスの西方、またアパシアからは1.5～２㎞ほど北東方向に位置す
るマグラにおいては、メガリ・マグラという丘陵から青銅器時代の大規模な
遺跡が発見された。丘陵頂上からは中期青銅器時代の建築遺構などが発掘され
たが、特筆すべきはトロス墓の存在であろう。丘の北西斜面から３基ものトロ
ス墓が発見され、1995年から３年間にわたって発掘された。とりわけ１号墓か
らは、既に古代において盗掘されていたにもかかわらず、土器や牛をかたどっ
た土製像、金製品など豊富な副葬品が出土していることが明らかにされており、
ミケーネ時代におけるこの集落の繁栄ぶりが推察される。
これらのトロス墓は３基ともに盗掘やヘレニズム時代における再利用など何
らかの破壊行為を受けているために、その使用年代の確定には慎重な姿勢が要
求されるが、おそらくいずれも後期青銅器時代IIIC期には使用されていなかっ
たと思われる138。
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一方初期鉄器時代に関してはガラタスの周辺地域に関しては報告が見あたら
ない。
上記すべてをまとめると、この一帯からは後期青銅器時代IIIC期～原幾何学
文様期に関しては、現今のところ、資料は確認されないと結論されよう。
ピガディア
南アルゴリスの南岸に位置する現代の集落ピガディアにおいては、アメリカ
の調査隊による表面踏査により、海岸から500ｍほど離れた丘陵から初期、中
期、後期青銅器時代、さらには原幾何学文様期および幾何学文様期の土器が採
集されている139。この丘は南アルゴリスにおける上記の表面踏査において唯一
原幾何学文様期そして初期幾何学文様期の遺物が確認された遺跡であり140、そ
れはすなわち初期鉄器時代前半期においては南アルゴリス全体が極度に過疎化
していた中で、後述するヘルミオネとともにこの場所がいち早く居住されたこ
とを意味している。またアメリカの調査チームが、この遺跡を『イリアス』の
「軍船表」に言及があるエイオナイであると推測していることは明記しておく
必要があろう141。
原幾何学文様期の人的痕跡が認められるということは、いずれ当該期の墓が
発見される可能性は否定できない。
エイレオイ（イリオカストロ）
アデレス山の南麓、後に取り上げるヘルミオネの北東方向に位置するイリオ
カストロは、パウサニアス（第２巻34. ６）にも言及がある古代のエイレオイ
と特定されている地である142。ここからは後期青銅器時代の墓が発見されてい
るが、詳細は不明である143。
コテナ
イリオカストロから2.5㎞ほど北にあるコテナ山の南斜面では、現代におい
ては山羊を囲うために使用されている洞窟から、アメリカの調査隊が表面踏
査により石器時代、初期青銅器時代そして後期青銅器時代の土器片を採集した。
後期青銅器時代の土器はわずかに４片であるが、そのうちの２片は後期青銅器
時代IIIC期である。ただし現段階ではそれ以上の資料は確認できない144。
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ヘルミオネ
南アルゴリスの南岸に位置するヘルミオネからは、初期鉄器時代の遺構とし
て原幾何学文様期および幾何学文様期の墓が出土している145。しかし発表され
ているのは緊急発掘の調査年報のみであり、個々の墓に関する詳細な情報が記
載されていないばかりか時期ごとの墓の数さえ明らかにはされていない。南ア
ルゴリスにおける希少な原幾何学文様期の埋葬資料であるが、しかし十分なデ
ータは公表されていない。
またアメリカの調査隊による表面踏査の結果によると、ヘルミオネから西方
に１㎞ほど離れた丘から初期、中期そして後期青銅器時代の土器片が採集され、
その中には後期青銅器時代IIIC期のものも含まれているという。ただし現段階
ではそれ以上のデータは存在せず、その集落に属する墓に関しても現段階では
報告がない146。
フルニ
フルニの村の南端にある丘陵プロフィティス・イリアスにおいては、アメリ
カの表面踏査により多量の遺物が採集された。それによればこの遺跡は初期、
中期、後期青銅器時代、また幾何学文様期、そして前古典期や古典期、ヘレニ
ズム時代さらにはローマ時代という長期にわたって使用されていたことが確認
されている。後期青銅器時代の遺物の中にはIIIC期の土器片も含まれているが、
この遺跡に関してはそれ以上の情報が存在せず、IIIC期の墓に関しても報告が
ない147。
さらにフルニ周辺においては、村から北西方向に700mほど離れた別の丘（マ
グラ）から初期青銅器時代や幾何学文様期の遺物が採集されている。しかし後
期青銅器時代IIIC期～原幾何学文様期に関しては、人的痕跡が確認されていな
い148。
フランクティ
ギリシア有数の石器時代の遺跡であるフランクティおよびその周辺地域に関
しては、後期青銅器時代や幾何学文様期の土器が確認されている149。しかし詳
細は不明である上に、本稿の課題である後期青銅器時代IIIC期～原幾何学文様
期に特定される遺物の報告は存在しない。
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クラニディ近郊プロフィティス・イリアス
クラニディから1.7㎞ほど北東方向にある円錐形の丘陵においては、アメリ
カの調査隊が表面踏査により後期青銅器時代の土器片を採集した。その中には
IIIC期のものも含まれているが、それ以上の資料は存在せず、埋葬資料に関す
る報告はない150。
ハリエイス（ポルト・ヒェリ）
遺構の一部が海に沈むハリエイスの遺跡においてはアメリカの調査隊による
地上での発掘および海中での調査が行われ、前古典期から古典期にかけて発達
した整然と広がる街路設計をはじめとして豊富な成果がもたらされた151。ハリ
エイスは新石器時代から初期青銅器時代にかけても居住された古い歴史を持つ
集落だが152、現今の公表資料に基づく限りミケーネ時代に関しては居住の痕跡
をうかがうことができない。
一方初期鉄器時代に関してはアクロポリスから原幾何学文様期および幾何学
文様期の土器が確認されており153、また幾何学文様期に関しては墓の存在が推
測されている場所もある154。ただし原幾何学文様期の墓については報告が見あ
たらない。
ハリエイスの資料についてまとめると、後期青銅器時代IIIC期および亜ミケ
ーネ期に関しては、目下のところ資料が確認されえない。続く原幾何学文様期
においては人的活動の痕跡が認められるが、しかし埋葬資料は発見されていな
い。
終わりに
本稿での検討により、幾つかのことが明らかとなろう。
最も注目される点は、本稿で検討対象とした遺跡に関して言えば、後期青
銅器時代IIIC期、亜ミケーネ期、原幾何学文様期の三つの時代において通時的
に資料が確認されたところは、ほとんど存在しないということである（表１）。
本稿の関心である埋葬資料に焦点を絞るのであるならばパレア・エピダウロス
がその可能性を示す例外的な存在であり、それ以外からはこの移行期を通して
使用された埋葬地は存在しない（表２）。
そこから推察されることとして、大多数のアルゴリスの集落は青銅器時代終
末期から鉄器時代初期のいずれかの時期において、少なからず居住の断絶を経
験していることが指摘されよう。中でも注目されるのはミデアである。ミケー
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ネ時代には繁栄を謳歌したこの大集落でさえ亜ミケーネ期の居住は確認されて
おらず、その後の初期鉄器時代における衰退は著しい。かかる事実はミケーネ
文化の崩壊が、アルゴリスの諸集落に再び戻ることができない致命的な変化を
もたらしたことを推察させよう。
以下、時期ごとに特徴を見てみたい。
後期青銅器時代IIIC期の遺跡はアルゴリス全域に点在している。総体的な資
料傾向から判断すれば、アルゴリスはミケーネ文化崩壊直後のIIIC期において
もある程度の居住人口を抱えていたと判断されよう。ただし、ベルバティの
ようにIIIB期までの繁栄から一転してIIIC期には著しく過疎化した遺跡もあり、
個々の集落規模は必ずしも大きくはなかったことを強調しておきたい。
IIIC期の遺跡は、ごく大まかに二つのグループに分類することが可能である。
最初のグループは、ミデアに代表されるようにミケーネ時代には繁栄した集落
である。これらの遺跡は、IIIB期に比べればその勢力は減退したが、IIIC期に
入ってからも放棄されることなく維持された居住地である。
二番目のグループは、ミケーネ文化の盛期であるIIIB期よりもむしろその崩
壊後であるIIIC期の資料が豊富な集落である。このタイプの代表であるイリア
は、より大規模な混乱から逃れるために人々が避難してきた避難居住地と解釈
されてきた。
後期青銅器時代IIIC期においてはミケーネ時代の大集落が弱体化する一方で、
むしろ活況を呈した集落もあり、複雑で混沌とした社会情勢であったと推察し
えよう。
またパレア・エピダウロスにおいては、後期青銅器時代IIIC期に関して横穴
墓と火葬墓の二つが確認されており、両者の関係も注目される。
続く亜ミケーネ期に入るとアルゴリスの様相は一変する。本稿では検討の対
象から除外したミケーネ、アルゴス、ティリンス、アシネの四箇所からは埋葬
資料を中心に人的活動の痕跡が観察されるが155、それ以外の遺跡は無人化また
は極端な過疎的状況下に置かれていたと推察される。すなわちアルゴリスのほ
とんどの集落が廃墟と化した可能性が高く、地域全体が低迷していた。後期青
銅器時代IIIC期の集落がなぜそのまま維持されることなく消滅したのか、その
理由は不明である。ミケーネ文化崩壊以来の不安定な社会情勢が最終的な局面
に達したことが推察され、アルゴリスは最も沈滞した時期を経験したと言える
であろう。
次の原幾何学文様期に入ると遺跡数は増加の傾向を示しており、明らかに復
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興の兆しがうかがえる。ただし初期鉄器時代の後半期に比べればまだその数は
少なく、本格的に地域全体が発展へと向かうのはやはり幾何学文様期に入って
からであろう156。原幾何学文様期は、ポリス社会成立に向けての最初の一歩を
踏み出した胎動期である。
上記のことから明らかなように、総じてアルゴリスの諸集落は後期青銅器時
代IIIC ～原幾何学文様期にかけて大規模な社会変動を経験した。
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ーネ」『西洋史研究』新輯第44号、2015年、75-90頁、「ギリシアにおける初期鉄器時代の
遺跡（３）アシネ」『マテシス・ウニウェルサリス』第19巻第１号、2017年、107-137頁。
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追記
パ レ ア・ エ ピ ダ ウ ロ ス（Palaia（or Palaea）Epidaurusも し く はAncient 
Epidaurus village）の火葬墓を発掘したC. ピテロス氏からの私的通信による
と、火葬墓が発見された地点は、パレア・エピダウロスでも横穴墓とは異なる
場所であるという。となると、後期青銅器時代IIIC期には、ミケーネ時代以来
の横穴墓を使用した人々と、それとは別の場所に火葬墓を作った人々の二つの
タイプの居住者が存在したことになる。両者の関係などが問題となろう。
脱稿後入手した文献についても、若干の事柄を記しておきたい。まずコクラ
に関しては、トロス墓出土の副葬品を扱った次の論文がある。K.Demakopoulou 
& S.Aulsebrook, The Gold and Silver Vessels and Other Precious Finds from 
the Tholos Tomb at Kokla in the Argolid, BSA 113, 2018, 119-142.
またカンディアに関しては、下記の文献を付け加えておきたい。L. Rahmstorf, 
A ‘Wall-Bracket’from Kandia in the Argolid: Notes on the Local Character 
and Function of an ‘East Mediterranean’ Artefact of the Late Bronze Age/
Early Iron Age, in Y. Galanakis et al. eds., AΘYPMATA: Critical Essays 
on the Archaeology of the Eastern Mediterranean in Honour of E.Susan 
Sherratt,  Oxford, 2014, 187-195.
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アルゴリスにおける後期青銅器時代IIIC期から原幾何学文様期における人的活動の痕跡
（遺跡ごとに資料が確認された時期に〇を付けた）
表１
遺　跡 後期青銅器時代IIIC期 亜ミケーネ期 原幾何学文様期
フィフティア（ボリアリ） ○
ゴルツリア ○
ハニア（モナスティラキ） ○
ベルバティ及びその周辺 〇
ヴラセルカ
プロシムナ／ヘライオン 〇
スヒノホリ
ミデア 〇 〇
デンドラ
クルタキ
コクラ
ケファラリ
アギオス・アドリアノス
（カツィングリ）
ナウプリア 〇 〇
アリア周辺 〇
レルナ 〇
キヴェリ
カザルマ
リグリオ
エピダウロス
ネア・エピダウロス周辺地域
パレア・エピダウロス 〇 〇
シノロ
Mathesis Universalis Volume 21, No.2／マテシス・ウニウェルサリス　第21巻　第２号
－274－
１　ヘルミオネから西方に１㎞離れた丘からは、後期青銅器時代IIIC期の土器が確認されて
いる。
カンディア 〇
イリア 〇
メタナ半島 ？ 〇
トロイゼン
ガラタス 〇
ピガディア 〇
エイレオイ（イリオカストロ）
コテナ 〇
ヘルミオネ １ 〇
フルニ 〇
フランクティ
クラニディ近郊
プロフィティス・イリアス 〇
ハリエイス（ポルト・ヒェリ） 〇
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アルゴリスにおける後期青銅器時代IIIC期から原幾何学文様期の埋葬資料
（遺跡ごとに資料が確認された時期に〇を付けた）
表２
遺　跡 後期青銅器時代IIIC期 亜ミケーネ期 原幾何学文様期
フィフティア（ボリアリ） ○
ゴルツリア ○
ハニア（モナスティラキ） ○
ベルバティ及びその周辺
ヴラセルカ
プロシムナ/ヘライオン 〇
スヒノホリ
ミデア
デンドラ
クルタキ
コクラ
ケファラリ
アギオス・アドリアノス
（カツィングリ）
ナウプリア 〇 ？
アリア周辺
レルナ
キヴェリ
カザルマ
リグリオ
エピダウロス
ネア・エピダウロス周辺地域
パレア・エピダウロス 〇 〇
シノロ
Mathesis Universalis Volume 21, No.2／マテシス・ウニウェルサリス　第21巻　第２号
－276－
カンディア
イリア
メタナ半島
トロイゼン
ガラタス
ピガディア
エイレオイ（イリオカストロ）
コテナ
ヘルミオネ 〇
フルニ
フランクティ
クラニディ近郊
プロフィティス・イリアス
ハリエイス（ポルト・ヒェリ）
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